
横浜型小中一貫教育 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観 点 小１～小３ 小４～小６ 中１～中３ 

つながりの
中で、あいさ

つをしっか

りする子ど
も 

大きな声で
元気にあい

さつできる

子 

進んで気持
ちの良いあ

いさつがで

きる子 

他者とのコ
ミュニケー

ションのき

っかけとな
るようなあ

いさつがで

きる子 

つながりの

中で、認め合

い、励まし合
い、高め合う

子ども 

自分の考え

方をもち、伝

え合おうと
する子 

自分の考え

だけでなく、

友だちの考
えも取り入

れながら互

いに支え合
おうとする

子 

相手の見方

や考え方を

認めるとと
もに、意見交

換などを通

して互いに
高め合おう

とする子 

つながりの
中で、自分の

課題を見つ

け、解決しよ
うとする子

ども 

自分のやり
たいことや

わからない

ことを見つ
け、解決しよ

うとする子 

自ら課題を
見つけ、解決

の仕方を工

夫しながら
粘り強く取

り組む子 

自らの現状
とあるべき

姿との違い

を知り、そこ
にある課題

を解決しよ

うと努力す
る子 

荏田小学校 すみれが丘小学校 都筑小学校  中川西小学校  中川西中学校 

児童生徒総数3,300 人、教職員総数200人を超える大所帯、1中4小のブロックです。それぞれ

の学校の個性を大切にしながら、育てたい子ども像を共有するとともに、諸種の取組を通じて、児童

生徒指導の安定と学習指導の充実を図り、各校の学校教育目標の効果的な実現を目指します。 

○小中合同授業研究会 

学校の真価が問われるのは授業。小学校の授業

研究文化に中学校が学び、中学校の教科専門性を

小学校にも還元できるように工夫し、授業改善に

役立てます。 

○小中合同研修会 

共通に協議できるテーマを設定して、子ど

もの育ちを軸に話し合ったり、ワークショッ

プを実施したりします。今年度は、「効果的な

事案対応・保護者との連携のしかた」につい

て、講演会を開催しました。 

○演奏･合唱･作品の交流 

吹奏楽の演奏、合唱部の合

唱、美術部や授業の作品を小

学校に出前。中学生の表現を

小学生が鑑賞する場を設け

て交流しています。 

カリキュラムのつながり 

教職員のつながり 

児童・生徒のつながり 

保護者・地域のつながり 

各校の学校教育目標の効果的な実現 

小中連携担当者、専任、養護教諭等のネットワーク 

学習指導 

《育てたい子ども像の共有》 

○ ブロック校長会 

何よりも各校の校長が、互いに情報を共有し、

リーダーシップを発揮しながらステップアップさ

せる場が大切であると考え、「小中ブロック校長

会」を開催しています。 

9年間で育てる子ども像 

○クラブ・部活動交流 

児童生徒交流日に、中学校

の部活動と小学校のクラブ

活動との相互活動をおこな

います。 


